広島の生き残り

トマーシュ・バルタル
　私は大学に入学する前に友達の盆栽屋で働いていました。私にとって、盆栽というのはただ植物というだけではなく、美術でありシンボルであると思っています。盆栽は、中国から伝わって日本の美意識の影響で発展した美術と、人間が自然を慕っていることのシンボルです。それに、盆栽というのは人のように、それぞれが違っていて、どれにも特別な話があります。今日は、その中の一つで、とてもドラマチックな生き方をした盆栽をご紹介します。
　ヤマキ・マサルさんは広島に住んでいて、盆栽を育てていました。ヤマキさんの盆栽のコレクションは大変大きかったです。その中に375歳の五葉松がありました。この松は宮島にしかない松で、ヤマキさんの先祖の時から育てられていて、コレクションの中で一番大切にされていたものでした。ですが、残念なことに第二次世界大戦が起こりました。そして、1945年8月6日の朝、広島に原爆が落とされました。爆発でヤマキさんの家族は皆怪我をしましたが、家の庭にあった盆栽は幸運にも全部無事でした。うちの高くて丈夫な壁に守られたのです。
　そして、戦争が終わって31年たって、ヤマキさんは宮島の五葉松を、自信を持ってアメリカに送りました。アメリカの独立の200年の記念日に、日本からの友情の印として送ったものでした。しかし、それはなぜだったのでしょうか。日本は戦争でアメリカに壊されたのではないでしょうか。日本人は殺されたのではないでしょうか。実際にヤマキさんもヤマキさんの家族も怪我をしたのです。それなのに、なぜヤマキさんは一番貴重なものを、自分の国を壊そうとした相手にあげたのでしょうか。これには深い意味があると思います。
　「もう終わったことはしょうがない。戦争でひどいことがたくさん起こった。だが、我々は皆人間だ。同じ愛情、同じ幸せ、同じ苦しみ、同じ悲しみを感じている。それを忘れないで。恐ろしい戦争の後で、また互いに信じ合ったり、許し合ったりしなければならない。」という意味があるのだと思います。ヤマキさんの贈り物は、日本とアメリカの友情を示すだけではなく、人情でもあったと私は思います。皆が協調して生きられるように…。
　今日でも、ヤマキさんの希望は盆栽の中に見られます。広島であの悲惨な戦争を生き残った松は、アメリカにある盆栽の博物館に今も飾られています。そして、希望を静かに伝え続けているのです。
